
 

 

 

 

 

１．行田市学力向上推進委員会の実施 

本市では、各校の学力向上推進担当者を委員とする行田市学力向上推進委員会を組織し、学力向

上に向けた協議を実施している。今年度は、主体的・対話的で深い学びの授業実施に向けた教員用

の教材である「うきしろスタンダード」の改訂を行った。その際、タブレット等の ICTを活用した

授業や「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を目指した授業づくりのポイント等

についても協議を行い、示すこととした。その際に出された意見は、以下に示すとおりである。完

成版を令和５年度末に各校に配付し、令和６年度より授業づくりの視点としていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を目指した取組 

行田市教育委員会 

 

  

導
入 

 

 

・なぜ～なのでしょう。 

・なぜそう思ったの。 

・本当にできるのかな。 

・～は、全てにあてはまるのかな。 

展
開 

 

 

・今まで学習したことで、使えそうなことはないですか。 

・解決するために、どんな工夫ができそうですか。 

・～は、どんな働きをするのかな。 

 

 

・どうやって考えたのかな。 

・もう少し詳しく聞かせてください。 

・似ている考えを集めてみよう。 

・～さんと～さんの意見はどこが違うのかな。 

 

 

・～と～を比べて考えるとどうですか。 

・～の視点から考えるとどうですか。 

・言い換えるとどういうことかな。 

・～と～とをまとめるとどうなりますか。 

終
末 

 

 

・出た意見の中でどれが一番納得できましたか。 

・まとめると、どういうことですか。 

・今日の学習で分かったことは何ですか。 

・日常生活に使えると思ったことはありますか。 

・もっと調べてみたいことはありますか。 

 

「問い」や「思い・願い」を引き出し、学習課題を明確にする。 

課題の追究・解決の見通しをもたせる。 

課題の追究・解決に取り組ませる。（ペア・グループ） 

課題の追究・解決をより深める。 

ねらいと対応して自分の言葉で振り返らせ、新たな学びへの意欲付けを図る。 

「主体的な学び」の 

原動力に！ 

「見方・考え方」を 

働かせるきっかけに！ 

「主体的・対話的で 

深い学び」を促す！ 

「思考の広がりや 

深まり」につなげる！ 

「振り返り」が学び 

を深め、「次の学びへ 

向かう力」を育成！ 

１．「問い」の引き出しと問題の理解 
・児童生徒の興味関心を大切にした「問い」や「課題」を設定す
る。 

・様々な資料を比較したり、関連付けたりする。 
・既有の知識を利用し、与えられた文章・図等を理解する。 
【活用例】 

☆学習資料（動画等）の拡大提示装置での提示（学習者機への提
示） 
→導入の説明を明確化するために画面共有 

☆共同編集ファイルの作成と共有 
→気付きや考えの記入し、グループ学習 
☆カメラ機能の活用 

→情報収集や記録の一手段として活用 

２．問題の解決・共有  
・仮説や見通しに基づいて問題を解決する。 

・課題解決の方法や学習の進度を児童生徒が設定できるようにする。 
※学習の孤立化を防ぎ、深い学びの実現を促すため、個別での学習だけでな
く、協働して学習に取り組む場を設定する。 

・他者の解決方法を知り、自分の解決方法との共通点・相違点を理解する。 
・他者の意見を参考にしながら、自分の考えや解決方法を見直したり、深め
たりする。 

【活用例】 
☆ホワイトボード機能の活用（共同編集） 
→付箋機能を用いて、お互いの意見を共有し合う。 

→互いの意見を比較・分類・関連付けをする。 
☆拡大提示装置で学習者機を全体へ提示（学習支援ソフトの活用） 
→様々な考え方を全体ですぐに確認。全体の考えをまとめる。 

３．問題の熟考と学習の振り返り 
・解決して得られたことや解決方法の過程及び結果について振り返る。 
※振り返りの視点を示し、成長を実感できる効果的な活動とする。 

・まとめから新しい情報や問題点・視点の共有と次の学びへ接続する。 
【活用例】 
☆アンケート機能や小テスト機能の活用 

→学習を受けて、児童生徒の考えを集約し、次の学習に生かしていく。 
→学習内容の定着や発展的な考え方を広げられるよう、適用問題を作成 
し、学習内容の定着状況を確認する。 



２．各学校における実践例 

        

〇教科名 生活科（小学校第２学年） 

〇単元名 「うごく うごく わたしのおもちゃ」 

〇「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実に向けた工夫  

 自分で製作したおもちゃが動く様子を毎時間タブレットに録画し、それを見直すことで学びの成

果について確認することができるようにした。児童は各自でおもちゃの工夫を考える際に、前時に

撮影をした動画を確認することで、スムーズに活動を始めることができた。また、その動画を他の

児童と見合うことで、児童同士の意見交換が活発となり深い学びへとつなげることができた。さら

に、ICT を活用するとともに児童が個人で試行錯誤ができる場（おもちゃが走ったり、飛んだりし

たときの距離を測定できる）や様々な材料を用意することで、児童一人一人が課題に沿って意欲的

に学習を進めることができた。 

 

 

 

〇教科名 社会科（小学校第５学年） 

〇単元名 「水産業のさかんな地域」 

〇「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実に向けた工夫  

 児童からの水産業に関する疑問をもとに単元計画を作成し、学習課題を設定し、その課題解決に

向けた学習方法を児童一人一人が選択できるようにした。インターネットや図書資料、資料集を各

自で選択するだけでなく、個人で取り組むのか、少人数グループで取り組むのかといった学習形態

についても選択することで、自身に合った方法で学習に取り組むことができた。これにより、児童

の学習に対する意欲が高まり、新たに生じた疑問についても積極的に調べる姿が見られた。教師は、

児童の学習の進度を確認しながら、個別に指導をすることはもちろん、学習漏れがないように必要

に応じて全体で共有する時間を設定した。 

 

 

 

〇教科名 国語科（中学校第２学年） 

〇単元名 「物語の空所を読み、自分だけの物語を書こう」 

〇「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実に向けた工夫  

 生徒が意欲をもって学習に取り組むことができるよう、生徒が教材に対して感じた疑問をもとに

学習課題を設定した。生徒は課題を解決するために個人もしくは少人数グループを選択して、学習

に取り組めるようにした。MicrosoftのTeams上に「国語教室」というフォルダを作成し、その

中には前時までの学習の要点が保存してあり、閲覧することが可能である。また、生徒が学習課題

に取り組む中で、参考にした叙述や考え方の視点を「ヒントルーム」に書き込めるようにしてあり、

それを他の生徒が必要に応じて参考にできるようにした。これによりつまずきを感じている生徒に

効果的な支援を行うことができた。 

 

 今年度の実践例を他の小・中学校に周知するとともに、「改訂版うきしろスタンダード」を活用し

た授業改善を図り、児童生徒一人一人の学力向上につなげていく。 

 

実践例１ 

 

製作したおもちゃを記録に残す 

「ヒントルーム」に自分の考え

を入力する 

実践例２ 

 

実践例３ 

 

課題解決の方法を選択して、 

学習に取り組む 



 

 

 

 

 

 

 

〇教科名 算数 

〇身に付けたい力 自力解決する意欲、柔軟的な思考、知識の定着 

〇個別最適な学びへ向けた工夫 児童の理解度に応じて少人数指導体制を構築した。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
クラスで話し合うこと 

によって 

『知識の定着』 
につながった。 

令和５年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

「個別最適な学びの充実に向けて」 

加須市教育委員会 

 

事例１ 個の理解度に応じた授業形態の工夫 

 

「授業スタイル」「話合いスタイル」「振り返りレベル」を習熟度別に作成した。 

見通しをもち、自分のペースで学習に取り組むことができる児童が増加した。 

自力解決ができるようになった児童や柔軟に友達の考えを取り入れられる児童が増加した。 

 
ペアで話し合うこと 

によって 

『自力解決』 
につながった。 

 

 

 
グループで話し合うこと 

によって 

『柔軟的な思考』 
につながった。 



 

 

〇教科名 数学 

〇単元名 図形の調べ方・多角形の角 

〇身に付けたい力 課題解決能力 

〇一人一台端末を生かした個別最適な学びへの工夫  

 google classroomで班に１つのgoogle Jamboardを配布。複線化で自力解決を進める。 

 教師はJamboardの様子と実際の様子を踏まえ、ファシリテートした。 

 

 

 

〇取組の工夫 google classroomを活用し、その日の授業の内容をタブレットを使い、家庭で振

り返ることができるようにした。授業内容に関連した動画を紹介したり、学習にあ

たってのヒントをコメントしたりすることで、学習意欲を喚起した。 

       また、欠席した児童生徒や不登校児童生徒の学びの保障にもつなげた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例２ ＩＣＴを活用した複線型授業 

 

事例３ 学びの保障、家庭学習の充実 

 

毎時間の板書を各教科係が撮影し、 

Classroomにアップロードした。 

→授業内容の見直しに使用した。 

→家庭でノートのまとめ直しを行わせた。 

→欠席生徒への対応として利用した。 

授業で使用したプリントやノート 

（記入済みのもの）を掲載した。 

→授業内容の見直しに使用した。 

 



 

 

 

 

 

羽生市教育委員会の取組  

○埼玉県学力・学習状況調査の分析シートの作成・活用 

個別最適な学びを推進するために

は、教師による根拠に基づいた児童生徒

理解が不可欠である。そこで羽生市で

は、全学校において今年度より埼玉県学

力・学習状況調査の個票を基にした「埼

玉県学力・学習状況調査分析シート」を

作成し、活用を図っている。 

埼玉県学力・学習状況調査の結果から、担任が気になる児童生徒を抽出する。該当者の帳票４

０の該当部分を分析シートに張り付け、学校の様子・家庭地域での様子・解答傾向・今後の取組等

について記入する。作成したシートは、校内研修等で共有し、学校全体で個に応じた指導の仕方を

共有できるようにしている。 

 

羽生市立羽生北小学校の取組

〇学年  ６学年 

〇教科名 算数 

〇単元名 「角柱や円柱の体積」 

〇身に付けたい力 自分の学力を把握した上で、自己調整して学習する力 

〇個別最適な学びへ向けた工夫  

 ・単元の最後に確認問題として、教科書の「しあげ」問題を行う。本校６学年児童は、学力差が

大きかった。そこで、自分の習熟度に合わせて、学習法を自分で選択して学習を進められるよ

うにした。①個人で「e-ライブラリー」などを活用して様々な問題を解く。②少人数グループ

でできなかった問題をタブレットや教科書を参考にしつつ対話を通して解き直す。③適宜先生

や友達に聞いてできるだけ自分で解く。④動画サイトを活用して個人で問題の解き方を学ぶ。

これらの４つの方法から自分で選択し、自己調整して前向きに取り組めるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

「個別最適な学びを実現するための授業改善の工夫」 

羽生市教育委員会・羽生市立羽生北小学校・羽生市立須影小学校 

 

埼玉県学力・学習状況調査分析シート 

事例１ 

 

様々な学習形態で学ぶ児童 
動画を視聴しながら 

学ぶ児童 



       羽生市立須影小学校の取組 

〇学年  ６学年 

〇教科名 体育 

〇単元名 跳び箱運動 

〇身に付けたい力  ・自分の動画から課題を見付け、それに合った練習をする力 

・友達の動きを見て、アドバイスできる力 

〇個別最適な学びへ向けた工夫  

① 動画を活用した振り返り（Googleスライド、form） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②自分の課題に合わせた練習方法の選択肢の提示 

課

題 

三点倒立ができない… 体が反れず、 

台上前転になってしまう 

はねのタイミングが合わな

い、わからない… 

練

習

方

法 

感マットで三点倒立 

感跳び箱で三点倒立 

②③三点倒立→ブリッジ 

感背倒立→ブリッジ 

感背倒立→ブリッジ 

④三点倒立→頭はね跳び 

感ステージから頭はね跳び 

※感…感覚づくりの運動   ②～④…第２～４時までの練習 

単元全体の見通しをもたせ、振り返りを行いやすいように、毎時間のシ

ートを分けて作成した。 

毎時間撮影した動画を貼り付け、技能の上達を実感でき、課題の分析を

しやすいようにした。（下のイラストと同じ向きになるように撮影し、

比較しやすいようにした。） 

イラストと本時のめあてとなる部分を提示し、ポイントを意識しやすい

ようにした。 

振り返りは、３項目に分けた。特に、「自分のイメージや意識したこと」

と「実際の動き」がどれくらい一致しているかに注目させ記入できるよ

うにした。 

形成的評価のアンケートのリンクを貼り付け、スムーズに回答できるよ

うにした。 

事例２ 

 



 

 

 

 

 

学年 中学校 第３学年 教科等 国 語 

単元名 君待つと――万葉・古今・新古今 

個別最適な学びに向けた工夫 

身につけさ 

せたい力 

和歌を現代詩としてアレンジして写真などと組み合わせて味わう 

いつの時代も変わらない普遍的なものの見方や考え方に気づく 

工夫 ①和歌集の中から和歌を選ぶ。（教科書以外のものも可。インターネット検索可。） 

②選んだ和歌を現代詩にする。（十分な時間を確保する） ⇒ 生徒の実態に応じて、教師が支援する。 

③その歌が表現している情趣・感情（歌の核心）は何か。鍵になる語句や表現に注目して解説を作成する。 

④イメージに合う写真を撮ったり、インターネットで検索して、組み合わせる。（生徒個々の進度に応じて） 

⑤グループで発表 ⇒ 完成した作品は、クラスルームで共有する。 

 

 

 

学年 小学校 第２学年 教科等 体 育 

単元名 跳び箱を使った運動遊び～忍者でござる！修行でござる！跳び箱ランドで忍者修行～ 

個別最適な学びに向けた工夫 

身につけさ 

せたい力 

・友達のよい動きを見付けたり，考えたりしたことを友達に伝えること 

・自分の力に合った場で、自分の動きをレベルアップすることができること 

工夫 ①単元で身につけさせたい力の内容に即した「感覚つくりの運動」の時間を大切にし、運動が苦手な児童も「で

きた」という達成感を味わえるようにする。 ⇒ 一人一人の伸びを教師が称賛する。 

②チャレンジタイムとして、自分の力に合った場で挑戦をする。 

 ・落とし穴の場・・・落とし穴の距離を変えたり、障害物の数を変えたりする 

 ・丸太の場・・・・・跳び箱で丸太を作り、その長さを変える 

 ・城上りの場・・・・ステージ（城）に上るまでの跳び箱の高さを変える 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

「個別最適な学び」を目指した取組事例 

春日部市教育委員会 

 
実践１ 

 

ICTを活用し、個別最適な学びを実現 

自力解決 相談 発表 

実践２ 

 

自分に合った場を選び、個別最適な学びを実現 

落とし穴の場 丸太の場 

城上りの場 

良い動きを子供どう

しで称賛する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 社会教育課生涯学習担当指導主事を指導者として、「Chromebook 活用

研修会」「プログラミング教育入門研修」「情報モラル教育研修会」等を

希望する教員に実施している。 

 教員がタブレット端末の基本的な操作や授業で子供たちの学習に活用

することができるアプリケーション等について研修し、指導力向上を図

っている。 

 

 児童生徒だけでなく、教職員も

個別最適な学びができる環境を

整えている。 

 このほか、各校の情報教育推進

者を中心とした「ICT管理研修会」

「ICT活用研修会」を実施してい

る。 

事例１ 

 

事例２ 

 

春日部市教育研究員協議会（情報部会）による「春日部モデル」の作成 

Chromebook活用研修会等の実施 希望研修 

低・中・高学年・中学校のそれぞれの

発達段階に応じた４分類（「活動スキ

ル」「探求スキル」「プログラミング」

「情報モラル・情報セキュリティ」）

を体系的にまとめている。 

春日部市では、児童生徒に身に付けさせたい情報活用能力を体系的にまとめた「春日部モデル」の作成を進め

ている。 

各学校で年間指導計画に位置づけ、授業や校内研修等で活用される

よう、啓発をしていくとともに、完成後も毎年ブラッシュアップをし

ていく予定である。 

また、春日部モデルと優れた授業実践をリンクさせていく。 



 

 

 

 

 

黒浜北小学校では令和３年度より、「個別最適な学び」「主体的・対話的で深い学び」「協働的な学

び」の実現のため、授業改善に取り組み、全ての児童の学力向上を目指してＩＣＴを活用した教育

実践を進めている。 

 

〇教科名 社会 

〇単元名 「わたしたちの生活と工業生産」 第５学年 

〇身に付けたい力 ・主体的に学習問題を追究 

         ・解決しようとする態度 

         ・原材料や資源の多くを輸入している我が国の工業生産の現状の理解 

         ・消費者の需要や社会の変化に対応した新しい技術の開発の重要性への気づき 

〇一人一台端末を生かした個別最適な学びへ向けた工夫 

【第６時】ＳＫＹＭＥＮＵ「発表ノート」を活用した意見交流学習 

① 単元を通して学習してきた日本の工業生産の課題について、

自分が一番重要だと思うものを選び、理由と合わせて発表ノ

ートに記入する。その際、考えの根拠となる資料（教員が事

前に用意した資料から選んだもの、教科書の必要資料を撮影

し、貼付けしたもの等）を活用する。 

② 同じ課題を選んだ児童同士でグループを作り、考えの交流を

行う。課題に対する根拠を明確にもてていなかった児童も、

友達の意見を聞くことで自分の考えをもてるようにする。考

えの共通点と相違点を意識しながら、全体交流で発表できる

ようにグループで１枚のまとめスライドを作成する。 

③ 各グループのまとめスライドを全体で交流する。それぞれの

課題について詳しく考える中で、日本の工業が抱える課題同

士が関連していることに気付かせる。 

 

 

〇教科名 図工 

〇単元名 「どろどろカッチン」 第４学年（鑑賞） 

〇身に付けたい力 ・自分の作品の工夫した点やイメージ、相手の作品のよさを伝える表現力 

         ・作者の思いを考えたり工夫を知ったりすることによる多様な見方や考え方 

〇一人一台端末を生かした個別最適な学びへの工夫 

【第６時】ＳＫＹＭＥＮＵ「発表ノート」を活用した鑑賞 

令和５年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

「一人一台端末を生かした 

個別最適な学びによる学力向上を目指した実践」 

蓮田市教育委員会・蓮田市立黒浜北小学校 

 

事例１ 

 

事例２ 

 

黒浜北小学校の取組 



① 完成した自分の作品の『見てほしいポイント』として、「芯材として使った材料」「制作時の工

夫」「イメージした世界」をタブレット PC で動画に撮る。撮影した動画と制作過程の写真、

ポイントを短い文で表したものを SKYMENU「発表ノート」の１枚のスライドにまとめる。 

② 鑑賞時に気になる作品について自分なりの視点で見たあと、

その作品についての動画付きスライドを見ることで作者の思

いや工夫を知り、見方や考え方を広げる。動画視聴はイヤホ

ンを使用して、児童一人一人が自分の見たい作品を見たいタ

イミングで集中して鑑賞できるようにした。 

 

 

〇取組場面 随時（業前、学期末、自習、家庭学習等） 

〇対象   全学年 

〇取組内容 ラインズ eライブラリを活用したドリル学習 

〇一人一台端末を生かした個別最適な学びへの工夫 

① 基礎基本の定着を図るため、隙間時間を活用してドリル学習 

に取り組んだ。 

② 「自由学習」機能を活用して、苦手な部分を全学年に遡って学習したり、発展的な問題に挑戦

したりと、児童一人一人が課題意識をもって取り組めるようにした。 

③ 「学習指示」機能を活用した宿題を出すことにより、授業で学習した内容の定着を図った。 

④ 「いろいろカード帳」機能を活用し、国語の慣用句や都道府県などを授業の冒頭で反復学習す

ることで、基礎基本の定着を図った。 

 

 

〇作成した教材（発表ノート）で効果的であったものは教員間で共有し、授業準備の負担を軽減し

ながら質の高い教育を実現できるようにした。 

〇教員一人一人の力量向上のために、校外での IＣＴ研修会に出席した教員から全教員への伝達研

修を行った。 

〇ＩＣＴをツールとして効果的に活用しながら、紙のワークシートやノートの良さも生かした教育

実践を行っている。特に低学年では、キーボードによる文字入力は困難なため、紙のワークシー

トとの併用が効果的であった。 

〇特別活動の年間指導計画に情報モラル教育を位置づけ、すごろく、カルタ等の教材を活用したネ

ットリテラシーや情報モラルの指導を行った。 

 

 

  

一人一台端末を活用した実践により、児童の①基礎・基本の定着 ②主体的に学習に取り組もう

とする意欲 ③自分に合った学習内容・方法の選択 ④児童同士の情報共有による見方・考え方の

広がりなどの効果がみられた。教員同士の教材・指導方法の共有やＩＣＴ推進担当教諭の伝達研修

により、全教員のＩＣＴ活用能力も大きく向上している。 

 児童一人一人の学力を確実に向上させるために、今後もＩＣＴの効果的な活用について教職員一

丸となって児童が授業の中で「分かる・できる・伸びる」が掴めるようにさらに深い研鑽を積んで

いく。児童のＩＣＴ活用能力が向上し、多様な使い方ができるようになりつつある状況も踏まえ、

今後は正しい使い方についてのネットリテラシーや情報モラル教育についても実践を重ねていく。 

事例３ 

 

まとめ 

その他の取組 

 



 

 

 

 

 

 

 

学 年 小学校 第５学年 教 科 算数 「合同な図形」 

本時の目標 
合同な三角形のかき方を活用して、合同な平行四辺形のかき方を考え、説明 

することができる。 

個別最適な学びへ向けた工夫 

・自力解決の際、考えが進まない児童に、ロイロノート・スクールの資料箱に入っているヒント 

カードを参考にして、課題を解決させる。 

・ヒントカードを３種類用意し、自分が分からないことは何か、何が分かれば問題を解決できる 

のか考えさせ、一人ひとりが必要なヒントカードを選択させる。 

・ヒントカード活用の有無、活用したヒントカードの種類を確認し、個々の学習状況を把握する 

 ことで、次時の指導内容・方法の検討につなげ、一人ひとりに学習内容を確実に定着させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 年 小学校 第４学年 教 科 図画工作 

題 材 名 「つけて、のばして、生まれる形」 「つないで組んで、すてきな形」 

個別最適な学びへ向けた工夫 

・各時間の作成途中の作品を撮りためておき、ロイロノート・スクール上でつなげることで、 

自分がどのように考え作品作りを行ったのかわかるようにさせ、次のアイデアを想起させる。 

・撮りためた写真を元に、教員が児童の思考過程や思いを把握し、一人ひとりに必要な指導方法 

 を検討したり、評価に活用したりする。 

・制作した作品を自宅等で実際に使っている様子を撮影・提出させ、一人ひとりがどのような 

意図で制作したのか、どのように楽しんだのかをより詳しく把握し、評価にも活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

「『個別最適な学び』を目指した取組事例」 

越谷市教育委員会 

 
事例１ 

事例２ 

ヒントカードの選択

ポートフォリオ評価 

指導の個別化 

指導の個別化 



 

 

 

学 年 小学校 第６学年 教 科 総合的な学習の時間「夢の相談室」 

単元の目標 

仕事について調べたり、働く人と関わったりする活動を通して、社会には、人々

を支える多くの仕事があることや、働く上でそれぞれの考え方や生き方があるこ

とを理解し、自分の将来に向けての課題を自ら設定し、課題の解決に向けて試行

錯誤するとともに、自己の生き方について考えることができるようにする。 

取 組 場 面 
【情報の収集】 

身の回りの人の仕事について調べるために、インタビューを計画・実践する場面 

個別最適な学びへ向けた工夫 

一人ひとりの興味・関心、調べたい方向性をもとに、駅前で街頭インタビューする対象を選択 

 ・駅に来ている人   ・駅で働いている人   ・駅にある店で働いている人 

学 習 内 容 の 深 ま り ・ 広 が り 

・「好きなことを仕事にしている人は、その仕事を長く続けている。」 

・「『働くこと』で大切なのは、人のためにという思いや人との関わりだ。」 

 

 

 

 

 

 

学 年 小学校 第２学年 ～ 中学校 第３学年 

教 科 国語、算数・数学、理科、社会、英語（中学校） 

活 用 場 面 授業内の適用問題として活用 ・ 家庭学習、長期休業中の課題として活用 

個別最適な学びへ向けた工夫 

・基本問題 → 確認問題 → 応用問題とスモールステップで学習へ取り組ませることにより、 

 一人ひとりの習熟状況を確認し、指導に生かす。 

・まとめ問題の正誤状況やこれまでの学習状況から、一人ひとりの苦手な学習内容の問題が出題 

 されることを生かし、基礎学力・応用力の向上につなげる。 

・一人ひとりが「ちょうど解ける」問題が出題されたり、自分の苦手な学習内容がどのくらい 

解消されたかが分かったりする機能を生かし、児童生徒の学習意欲の向上につなげる。 

・教員が復習させたい範囲と取り組み時間を設定すると、一人ひとりに最適な課題を配信する 

 ことができるので、家庭学習や長期休業中の個別の課題として活用する。 

 

 

 

 

 

 

事例３ ＡＩドリルの活用 

事例４ インタビュー対象の選択 

次の課題へ 

つなげる 

指導の個別化 

学習の個性化 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

「八潮スタンダードを活用した個別最適な学び」 

八潮市教育委員会 

 
八潮スタンダードを活用した授業改善 

八潮市では、学習指導要領が示す「主体的・対話的で深い学び」を実

現する為に、「八潮スタンダード」（目指すべき授業展開を示したモデル）

を活用した授業改善を推進しています。教師主導型、説明中心の授業か

ら脱却し、児童生徒の主体的で協働的な学習活動を保障します。 

○自分の関心があることに取り組む【個別最適】 

○友達と考えた内容を話し合う【協働的な学び】 

○多様な考えに触れる中で、自分の考えをより最適なものに変容させる 

 【個別最適・協働的な学び】 

 

ｐ 
指導の個別化を 

図った授業実践 

 

事 

例  

 

 

〇教科名 【算数】〇単元名【四角形と三角形の面積】 

〇目標：平行四辺形の性質に着目し、面積の求め方を 

考え、説明することができる。 

 

 

下の平行四辺形ABCDの面
積は何㎠ですか。  

平行四辺形の面積はどのように求

めればよいのだろうか。 

＜学習方法＞ 

①タブレット ②ワークシート ③ノート 

＜学習形態＞ 

①個人 ②トリオ・ペア ③先生と 

 

 

 

八潮スタンダード 
（学習の流れ） 

 
考える 
段階における 

個別最適な学習 

○教材や目標に応じて、一人でじっくりと考えたり、学習形態

を児童生徒が選択したりしています。 

○ＩＣＴを活用して、学習方法を児童生徒が選択します。 

○協働的な学びで、自分や集団の力を高めます。 

○自力で課題解決した児童生徒は、友達と意見交換したり、友

達をサポートしたりします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

「 」 

八潮市立中川小学校 

 

 
 

個別最適 
な学び 

協働的な学び 

指導の個別化 

 【学習内容の確実な定着】 
必要に応じた重点的な 
指導、指導方法等の工夫 

 

２年生 算数科「九九をつくろう かけ算（２）」 

 

〇個別最適な学びへ向けた工夫 

算数科全クラス TT指導 
 

 

 

 

 

 

〇本時で取り扱う算数科の見方・考え方 

 

 

TT による個に応じ
た指導の充実を図っ
ている。校内研修で
TT マニュアルをも
とに役割分担を明確
化し、日々誰一人取
り残さない授業を目
指している。 

【成果】 
個に応じた指導を充実させることが
できた。また若手がベテランの教育
技術を実践的に学ぶ場にもなった。 

【課題】 
経験年数の違いによる TT ペアの質
の差改善のために役割分担表を作成
し、さらなる授業の充実を目指す。 

〇一人一台端末を生かした個別最適な学びへ向けた工夫 

ｅライブラリ（AIドリル） 
 

 

 

 

 

 

〇本時で取り扱う算数科の見方・考え方 

 

 

授業内では適用問題で
全員が達成を目指す問
題が終了した児童から
AI ドリルで個々の学習
状況に応じた学習を行
っている。授業外では
家庭学習や学習タイム
で活用している。 

【成果】 
適用問題ではやくできた児童が休む
ことなく授業時間内いっぱい自分の
レベルに合わせた学習ができた。 

【課題】 
様々なAIドリルから効果的な教材を
選択し、授業内外でさらに活用でき
る環境を整えていく。 

〇個別最適な学びへ向けた工夫 

学びあいタイム（学習形態の工夫・選択） 
 

 

 

 

 

 

 

 

〇本時で取り扱う算数科の見方・考え方 

 

 

「自力解決」場面において児童が課題解決
の方法を選択できる学習環境を整えてい
る。基本的に児童は自分でやってみたあと
【①他のやり方がないか考える。②友達と
意見交換をする。③悩んでいる友達のサポ
ートをする。④先生と考える。】から誰かの
指示で動くのではなく、自分の達成状況に
応じて学習形態を選択する。この際、指導
者は机間指導で指導に生かす評価をしな
がら練り上げに向けた準備をTT で協力し
て行っている。 

【課題】 
これまで行ってきた学習
形態（ペア・トリオなど）
とのバランスを授業ごと
に変え、「子供が」主語の
授業をさらに充実させる。 

【成果】 
手を挙げて待つ児童やわから
ずにずっと悩む児童が徐々に
減り、課題解決のために話し合
ったり、交流したりすることが
できるようになってきた。 

九九を数量の関係に着目して構成する際に、前単元までに活用して
きたに関する性質（乗数が１増えると積は被乗数分だけ増える）や
きまり（被乗数と乗数を入れ替えても積は変わらないなど）を用い

て、図・式・具体的な操作・言葉での説明などの算数的活動を関連
させて考え、表現すること。 

異種の２量の割合としてとらえられる数量の関係に着目し、目的に応
じて大きさを比べたり表現したりする方法を図や式などを用いて考
え、表現すること。 

余りのある除法の問題場面で、余りをどのようにとらえなければいけ
ないかという余りの意味や処理に着目し、図や式などを用いて考え、
表現すること。 
 

手立て１ 手立て２ 

手立て３ 

学習の個性化 

 【学習を深め、広げる】 
一人一人に応じた 

学習活動・学習課題の提供 

図（加固2022「『個別最適な学び』を実現する算数授業のつくり方」から引用） 言葉（「中教審第228号」から引用） 



 

 

 

 

 

 

本校では、研究主題を『一人残らずすべての子の可能性を引き出す授業設計・指導法の在り方に

関する研究～「久喜市版未来の教室」構想を踏まえて ～』とし、 

仮説１「久喜市版未来の教室」構想を踏まえて、目の前の児童に寄り添った指導法を展開するこ

とで、児童がより学習効果を実感できるだろう。 

仮説２「久喜市版未来の教室」構想を踏まえて、児童一人一人の学習状況を客観的かつ形成的に

把握することで、一人残らず全ての子の可能性を引き出す学びの提供・支援へとつながる

だろう。 

と、２つの仮説を立てて、研究を進めて参りました。その取り組みの一部を以下に述べます。

  

学習効果や成長を実感でき、次の学びへとつながる振り返り 

〇個別最適な学びへ向けた工夫 

・「わかったこと・できたこと」「解決方法」「自分の変化」「学び・生活とのつながり」「新たな問い」

の５つの視点を提示し、内容を明確にして振り返りを行いました。児童からは、「振り返りをす

ると、学習したことが頭に残る」「練習問題を解くときなどに活きる」「自分の学び方に気づくこ

とが出来る」などの声が聞かれました。 

・Google のアプリやオクリンクなどを使用して学習成果物や振り返りをポートフォリオ化しまし

た。単元の学習内容をいつでも児童が見られるので、これまでの学習を振り返って次の学びに活

かす姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 授業中の児童の取り組みを素早く把握し、個に応じた学びの提供や支援を実施 

〇個別最適な学びへ向けた工夫 

・適用問題について、児童がこれまでまるつけを 

待ったり、列に並んだりすることがないように、 

解答をいつでも見られるようにしました。間違え 

やすいポイントなども記載しました。また、デジ 

タルのヒントカードの送付も行いました。必要な 

児童に個別に送ったり、全員に送付しておいて必 

要な児童が自分で判断して見たりするなど、状況 

に応じて活用しました。 

令和５年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

「一人残らずすべての子の可能性を引き出す 

授業設計・指導法の在り方」 

久喜市教育委員会・久喜市立久喜北小学校 

事例１ 

 

事例２ 

 



・本校では、ＡＩドリルのキュビナを活用して 

います。キュビナは、児童の解答内容や解答時 

間等を分析し、その児童の理解度に合った問題 

を出題してくれます。ヒントや解説なども見る 

ことができるので、習熟の場面で多く活用しま 

した。また、児童の解答状況も全て教師が把握 

できるので、児童に合わせて支援の声掛けを 

行ってきました。夏休みなどの長期休業中の宿 

題にも活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果と課題 

 

埼玉県学力・学習状況調査では、５年

生は、「国語・算数ともに学力レベルが

伸びている」が３１．６％、「国語・算

数どちらかの学力レベルが伸びている」

が５７．９％と９割近くの児童が国語・

算数のどちらかで学力をのばしている。 

６年生は、全ての児童が国語・算数ど

ちらかの学力が伸びている。 

全国学力・学習状況調査では、「先生

は、あなたのよいところを認めてくれま

すか。」の質問項目で全ての児童が肯定

的に回答している。安心・安全な学習環

境のもと、子どもたちは落ち着いて学習

に取り組むことができていると考えて

いる。 

全国学力・学習状況調査では、国語・

算数共に、知識・技能、思考・判断・表

現において、全国を上回った。特に、思

考・判断・表現については、知識・技能

よりも大きく上回っている。個別最適な

学びの実現によって、児童一人一人の資

質・能力の育成が出来たと捉えている。 



 

 

 

 

 

 

「個別最適な学び」を目指した取組事例 

 

 

〇教科名 算数科 

〇単元名 「分数をくわしく調べよう」第４学年  

〇身に付けたい力 異分母の分数の大小関係について理解し、説明することができる力 

〇個別最適な学びに向けた工夫  

 ① 自分に合った方法を選択して、課題解決を目指す 

  「分母がちがう分数はどうすれば比べることができるのだろうか」という課題に対して、子供たちが

自分に合った解決方法を選択して自力解決ができるように取り組んだ。子供たち一人一人に応じた「指

導の個別化」を図ることをねらいとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 個別最適な学びと協働的な学びをつなげる「自由交流（みつばちタイム）」の活用 

  本校では、「認め合い、高め合い、未来を切り拓く児童の育成」を目指し、児童同士の学び合いに力を

入れて取り組んでいる。自力解決ができた児童から、離席し自由に友達と交流できる「自由交流」の時

間を設定している。図①のように、ペアで交流する児童や図②のようにモニターの前に集まり、自分の

考えを発表する児童、図③のように友達の意見を聞いて、自分の考えの修正や付け足しなどをする児童

など教室をダイナミックに活用して自分に適した学びができるように取り組んでいる。また、個別最適

な学びが「孤立した学び」にならないように協働的な学びと効果的に連動する機会になることも期待し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇教科名 算数科 

〇単元名 「分数と小数、整数の関係」第５学年 

〇身に付けたい力 整数の商を分数で表せることを活用し、分数を少数で表す方法を考え、説明する力 

〇一人一台端末を生かした個別最適な学びへの工夫 

「Google フォームを活用して自分で問題を選択する」 

 学級全員が一律の適用問題を行うのではなく、Google フォームを活用して適用問題を作成し、自分に

適した問題や挑戦してみたい問題を選択して取り組めるようにした。答えを選択すると、解答もわかるよ

数直線（教科書に載っている方法） 
既習事項を生かす 

（自分の得意な考え方） 教師によるヒントタイム 

図② 

図① 図③ 

令和５年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

認め合い、高め合い、未来を切り拓く児童の育成 

白岡市教育委員会・白岡市立白岡東小学校 

 

事例１ 

 

事例２ 

 




